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本年 4 月に、京大知球会関東支部が発足し、11 月 15 日にその設立記念祝賀会が京大東京オフィスで開

かれました。以下は、吉川賢一関東支部代表に書いて頂いた報告です。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------    

京大京大京大京大知球会関東支部の立ち上げ知球会関東支部の立ち上げ知球会関東支部の立ち上げ知球会関東支部の立ち上げ    経緯経緯経緯経緯    

1、 2009 年 9 月に京都大学東京オフィスが、品川駅近くの品川インタシティーA 棟 27 階に開設された。

これを機に同窓会活動を活性化しようとの機運が起こり、知球会の東京地区支部設立準備室を立ち上げ

た。知球会京都本部の役員でもあった徳田、吉川、谷が準備室メンバーとなり、吉川が代表となった。 

 

２． そもそも知球会の関東地区在住、勤務の連絡先も整備されておらず、なかなか実質的な同窓会活

動を立ち上げるまでには至らなかったが、幹事団を形成し、若い世代を巻き込まないと活力が得られな

いとの判断から、荒木会長と相談し、また各講座の知己から幹事としての適任者を推薦してもらい、別

紙の同窓会立ち上げの幹事団となった。 

 幹事団は年齢的には最年長者が 76 歳、最年少者が 39 歳の構成で、同じ世代や同じ講座の方々に、同

窓会の声掛けをできる体制ができあった。（2013 年 12 月 24 日、クリスマスイブに第 1 回会合） 

 それ以降、幹事団のメンバーでほぼ月 1 回のペースで会合を持ち、「関東支部」との呼称を決め、11 月

15 日を記念祝賀会とする企画を立ち上げ、開催案内の連絡手段を検討し、宛先 E-MAIL ADDRESS と発信す

る関東支部の E-MAIL ADDRESS を整備した。果たして、何名の参加者となるか、それによって会場のスペ

ースや予算案を立てるか、会合で検討を続けた。とりあえず、30～50 名規模を想定し、大学品川オフィ

スの 3 部屋を 6 か月前に予約し、会場費約 5 万円は知球会本部の援助を仰ぐこととなった。 

 知球会本部の規約を改正していただき、支部の設立を認める条項が加わった。 

 

３．関東支部の運営、会員をどのように規定するかを幹事団で検討を続けたが、知球会メンバーならば、

全国どこにお住まいの方でも参加でき得る緩やかな組織とし、関東支部会員を特定はしないこととした。

ただし、幹事団は役員を決めてコア形成をしなければならないので、関東地区の在住者・勤務者にて 2

年任期で務めることとし、その趣旨を規約にまとめた。規約、予算案、役員を総会にて承認して公的な

存在とするために、総会・定足数をどう考えるかが悩ましい問題となったが、毎年 1 回開催する同窓会

の参加者をもって総会議決権者とすることした。 

 

４．当面は、春は京都にて知球会本部主催の講演会および総会（大学関係者が主体）、秋に関東支部でイ

ベントと懇親会（官庁、企業勤務者主体で、年齢層も広い）という特色を生かした運営する構想とした。 

    

2014201420142014 年度年度年度年度    知球会関東支部知球会関東支部知球会関東支部知球会関東支部    幹事団役員（任期：幹事団役員（任期：幹事団役員（任期：幹事団役員（任期：2222 年年年年））））    

代表    ： 吉川賢一（1972卒・応用地物） 

代表代行： 徳田八郎衛（1961 年卒・電磁気）、谷 伸（1976卒・海洋・陸水） 

会計    ： 長尾大道（1995卒・電磁気） 

書記    ： 岸本清行（1977卒・応用地物)、牧野優子(1985卒・電磁気）、中田裕之（1994卒・電磁気）、



中島良一（1995卒・電磁気） 

会計監査： 竹内智彦（1997卒・電磁気） 

幹事    ： 里村幹夫（1970 卒・測地）、佐藤和秀（1970 卒・気象）、市川 洋（1972 卒・海洋・陸水）、

伊藤芳樹（1974卒・気象）、村上寛史（1975卒・応用地物）、谷 伸（1976卒・海洋・陸水） 

徳田八郎衛（1961 年卒・電磁気） 

    

京大知球会京大知球会京大知球会京大知球会    関東支部関東支部関東支部関東支部    設立記念祝賀会プログラム設立記念祝賀会プログラム設立記念祝賀会プログラム設立記念祝賀会プログラム            

          2014 年 11 月 15 日（土）15時 30分～19時    

京大品川オフィス(品川インタシティーA 棟 27 階) 

 

１．15時 30分～         受付開始 

２．16時～            知球会 荒木会長 開会の辞 

                    知球会関東支部 吉川代表 挨拶 

３．16時 15分～17時 15分 記念講演 

   講演者： 谷 伸 氏（前 海上保安庁海洋情報部長）  

『国家の主権範囲を描き出す地球科学 - 海洋法条約と大陸棚の確定- 』 

 

４．17時 15分～17時 20分 総会 規約、予算案、役員の承認 

５．17時 20分～17時 30分 記念集合写真撮影 

６．17時 30分～17時 40分 懇親会準備のためラウンジにて小休憩 

７．17時 40分～19時     立食形式にて懇親会  

                       乾杯の御発声の後、懇談 

■講演要旨：講演要旨：講演要旨：講演要旨： 

  日本は資源小国か、もしかして資源大国か？ エネルギーはどうか？  海が答を持っているとして、

日本の海はどこまで拡がっているのか？  てっぽーを使わず科学の力で領土を拡げる、ってのは正気の

沙汰か？ 

  どっかの国がここは我々の海だとか言っているがありゃどうなんだ？  ・・・このような疑問に、目

から鱗、知っておいてご損のない情報満載の記念講演をご用意しました。ぜひご家族揃ってお越しくだ

さい。 

 

祝賀会祝賀会祝賀会祝賀会出席者出席者出席者出席者    

関岡 満、立平良三、橋詰庄一郎、浅井富雄、吉田幸三、桜井邦朋、村松久史、恩藤忠典、田中寅夫、 

原田 朗、原田公子、須田元三、津村建四郎、大塚 伸、荒木 徹、徳田八郎衛、森 瑞穂、杉本隆成、 

今脇資郎、福田 喬．藤谷徳之助、大西晴夫、佐藤和秀、里村幹夫、市川 洋、吉川賢一、伊藤芳樹、 

中堀義郎、村上寛史、神沢 博、谷 伸、岸本清行、春日 茂、三上直也、前田憲二、三村和男、 

牧野雅彦、根井みつる、松村正一、池田達哉、牧野優子、長屋好治、行松 彰(2才令嬢)、石井 守、 

中田裕之、福山康弘、長尾 大道、中島良一、竹内智彦、津川 卓也 



下記から下記から下記から下記から，，，，当日の当日の当日の当日の写真写真写真写真ををををご覧になれますご覧になれますご覧になれますご覧になれます。。。。 

https://picasaweb.google.com/lh/sredir?uname=nakashi.fj9&target=ALBUM&id=608222086

2172955121&authkey=Gv1sRgCKmjt5-Bvtqgdw&invite=CIf95M4O&feat=email 


